　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設備設計業務委託補足要領（令和６年版）
１．目　　的

　　　本要領は、大阪府都市整備部住宅建築局公共建築室が、委託する設備工事等の設計業務について、「建築設計業務等委託契約約款」、「設計業務委託共通仕様書」、「設備設計業務委託特記仕様書」を補足し、設計業務を適正かつ円滑に実施することを目的とする。

２．調査・打合せ

（１）設計に関する関係諸官庁への問合わせ、打合せ等を行う際、必要な資料等の作成は原則として受注者が行うこと。

（２）調査記録、打合せ記録等は、受注者側で責任をもって記録し、その都度府に提出すること。

　

３．設計上の留意事項

（１）受注者は業務の適切な執行のため必要な類似事例の調査及び使用材料等のカタログ類の収集、整理を行いつつ、設計を進めること。また、監督職員の求めに応じてこれらの資料を提出すること。

　（２）設計にあたっては、設計方針を十分に監督職員と打合せすること。また、設計の標準化、簡略化を心掛けること。

（３）機材指定については、公共建築室「機材製造者指定一覧表」によること。これ以外の場合は、受注者が使用材料及び使用メーカー等の案を作成すること。

　（４）既設取合い部撤去する配管、配線等で必要なものは現況写真（カラー）を撮影し、Ａ４版台紙に添付整理の上、１部を提出する。

　（５）設計にあたっては、本節によるほか、「７．各設備工事の注意事項」によること。

　（６）製図作成については、「１０．設計製図基準」によること。

　（７）図面枚数は必要最小限にすること。

４．積算上の留意事項

（１）設計業務受注者は、設計と並行して、工事概算予算内訳書を監督職員の指示により提出すること。
（２）積算は営繕積算システムRIBCによるほか「積算の手引き」及び監督職員の指示により行うこと。
　（３）設計受注当初の打合せ時に、監督職員と十分打合せをすること。

（４）数量拾い出しにコンピューターを使用する場合は、事前に監督職員の承認を得ること。

　（５）その他、疑義の生じたときはその都度、監督職員の指示を受けること。

５．未確認アスベスト含有材に対する設計上の留意事項

　　　既存建物竣工図等でアスベストの使用が無いとされている場合でも、アスベスト含有材料が存在することがあるので、アスベスト含有材料の疑いがないかを十分調査（目視、図書、既設メーカーヒアリング等により確認できる範囲）のうえ、設計を行うこと。

　　　なお、設計調査中に、当該工事の施工範囲及び施工影響範囲において、府が貸与する既存建築竣工図及びアスベスト分析結果報告書に記載のないアスベスト含有の疑いがある吹付け材等を発見した場合は、速やかに監督職員に報告して指示を受けること。
６．標準的設計業務内容
　（１）新築、改築、増築工事等の標準的な設計委託業務の範囲と内容は、以下のとおりとする。

（２）改修工事等の部分的工事については、次表のうち、必要な範囲とし、具体的な内容は監督職員と十分協議すること。







７．各設備工事の注意事項

　（１）電気設備工事一般事項

　　　①設計図面の種類と順序については、概ね下記による。

　　　②設計計算書（容量、電圧降下、短絡電流、照度等）等は、設計時に写１部を提出し、チェックを受ける。

　　　③高・低圧引込工事は、所轄の電力会社と引込位置、経路等について打合せを行う。なお、引込に際し工事負担金等を要する場合は、負担金計算依頼業務を行う。

　　　④屋内変電室の場合、変電容量等を計算し、室の位置、面積、高さ、内装、換気設備等は、各法規に適合するよう打合せを行う。また、受変電設備の搬出入方法等についても打合せを行う。
　　　⑤電話引込方法、引込位置については、現地調査及び所轄の電話局と協議により決定する。

　　　⑥消防用設備は、諸法規に適合するよう所轄の消防署と打合せを行う。

　　　⑦非常用照明、防火区画連動制御、避雷設備等の建築基準法関係設備は、所轄の建築主事と打合せを行う。建築計画通知に当該図面を添付する。

　　　⑧空気調和機、ポンプ等の関係は、その容量、位置操作方法等を機械設備監督職員と打合せを行う。

　　　⑨敷地調査を行う。なお、敷地内の設備工事に対する障害物（地中埋設物共）、公害関係等についても受注者が十分調査して監督職員と打ち合わせる。

　　　⑩増築・改修工事にあたっては、現場の状態を調査し、既設配管配線等を確認する。なお、既設線路と接続の場合は、既設の位置及び接続経路等を明確に図示する。
	順序
	図　　　　　　種
	備　　　　　　　　　　　　　　考

	 　１
 　２
 　３
 　４
 　５
 　６
 　７
 　８
 　９
 １０
 １１
 １２
 １３
 １４
 １５
 １６
 １７

	 表紙・図面リスト
 特記仕様
 他工事との取り合い
 凡　例
 附近見取図
 配置図
 受変電設備
 幹線設備
 動力設備
 分電盤、動力制御盤
 電灯コンセント設備
 照明器具表
 弱電設備
 弱電機器
 自動火災
 避雷設備
 その他

	 小規模工事は省略。
 ８．工事区分一覧参照
 「ＪＩＳ　Ｃ　０３０３」による。
 構内配線図を含む。
 系統図及び平面・立面詳細図。
 系統図及び平面図。
 系統図及び平面図、消火栓起動回路を含む。
 系統図、負荷表を附す。
 平面図、非常照明、誘導灯を含む。
 規定外器具は姿図。
 系統図及び平面図。
 規定外機器は、仕様及び姿図。
 子時計器具表、スピーカ器具表
 系統図及び平面図、防火区画関係工事を含む。
 平面図、立面図及び姿図。



　（２）衛生設備工事一般事項

　　　①設計図面の種類とその順序については、概ね下記による。

　　　②設計計算書は、設計時に写し１部を提出し、チェックを受ける。

　　　③敷地調査を行う。なお、敷地内の設備工事に対する障害物（地中埋設物共）、公害関係等についても受注者が十分調査して監督職員と打ち合わせる。

　　　④増築・改修工事にあたっては、既存設備の容量及び使用状態を十分に調査し確認する。なお、既設と接続の場合は、既設の位置及び接続経路等を明確に図示する。

	順序
	図　　　　　　種
	備　　　　　　　　　　　　　　　　　考

	 　１
 　２
 　３
 　４
 　５
 　６
 　７
 　８
 　９
 １０
 １２
 １３
 １４
 １５

	 表紙・図面リスト
 特記仕様
 他工事との取合い
 凡例
 附近見取図
 機器仕様一覧表
 配置図
 系統図
 各階平面図
 各階詳細図
 機械室平面図
 自動制御
 浄化槽
 その他

	 小規模工事は省略
 ８．工事区分一覧参照
 「ＨＡＳＳ　００１」による。
 仕様等詳しく
 構内配管を含む
 機器類の位置、給水タンク等の位置、給排水、消火、冷温水
 ダクト、油管等
 便所等



　（３）空気調和設備工事一般事項

　　　①（２）①～④に準ずる。

　　　②屋内環境条件は、建物の種類・各部の使用目的及び条件などを十分検討して決定する。

　　　　一般に事務室・講堂・会議室などにあっては、できるだけ個々に条件を調節しうるよう考える。

　　　③空調設備は、経済性、保守管理耐久性、施工の難易を考慮し、質的、機能的にバランスのとれたシンプルな装置とすること。

　　　④建築の構造との融合、意匠との調和にできるだけ協力しなければならないが、その余り設備の機能を阻害するようなことがあってはならない。

　　　⑤工事予算が窮屈な場合であっても本質的機能を阻害するようなことがあってはならない。

　　　⑥空調設備の熱分配機能は、機構改築等による間仕切変更に対し、フレキシビリティを持たせるよう努める。

　　　⑦負荷傾向、使用条件、空調条件などを十分検討の上、できるだけ合理的なゾーニングを行う。コア無窓室、公害地域にある建物などにおいては、中間期の換気に留意する。

　　　⑧給排気は、法規の定める条項により給排気量を確保する。

８．適用基準類

　　　・　設計業務委託共通仕様書　　    　　　　　　　（　大阪府都市整備部住宅建築局 　）
　　　・　建築設計業務委託補足要領　　　　　　　　　　（ 　　　　　　〃　　　　　　　  ）

　　　・　設備設計業務委託補足要領　　　　　　　　　　（ 　　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　府営住宅電気設備工事実施設計基準　　　　　　（　　 　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　府営住宅機械設備工事実施設計基準　　　　　　（　　　 　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　電気設備工事実施設計基準（一般建築分）　　　（ 　　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　機械設備工事実施設計基準（一般建築分）　　　（　　 　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　建築設備工事積算の手引き　　　　　　　　　　（　　　 　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　機材製造者指定一覧表　電気設備工事　　　　　（　　　　 　　〃　　　　　　　　）

　　　・　機材製造者指定一覧表　機械設備工事　　　　　（　 　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　大阪府公共建築整備指針　　　　　　　　　　　（　　 　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　大阪府公共建築整備マニュアル　　　　　　　　（　　　 　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　大阪府公共建築整備マニュアル　コスト編　　　（　　　　 　　〃　　　　　　　　）

　　　・　府有建築物総合耐震設計要領及び同解説　　　　（府有建築物耐震性能向上事業推進会議）
　　　・　大阪府福祉のまちづくり条例ガイドライン　　　（　大阪府都市整備部住宅建築局 　）
　　　・　建築物の環境配慮技術手引き 　　　　 　　　　（　　　　 　　〃　　　　　　　　）
　　　・　府有建築物の整備における環境配慮指針 　　　　（　　　　 　　〃　　　　　　　　）
　　　・　建築設備計画基準　　　　　　　　　　　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修）
　　　・　建築設備設計基準　　　　　　　　　　　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修）
　　　・　建築設備設計計算書作成の手引き　　　　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修）
　　　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

　　　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

　　　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　（　　　　　　　〃　　　　　　　　）
　　　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

　　　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（　　　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　（　　　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　官庁施設の総合耐震計画基準　　　　　　　　　（　　　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説　（　　　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　建築設備耐震設計・施工指針　　　　　　　　　（　　　国土交通省住宅局監修　　　）

　　　・　建築設備・昇降機耐震診断基準及び改修指針　　（　　　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　グリーン庁舎計画指針及び同解説　　　　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

　　　・　雨水利用・排水再利用設備計画基準・同解説　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修）
　　　・　公共建築工事積算基準　　　　　　　　　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・　公共建築工事積算基準の解説〔設備工事編〕　　（　　　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　公共建築設備数量積算基準・同解説　　　　　　（　　　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　公共建築工事内訳書標準書式（設備工事編）・同解説（　　　　　　　〃　　　　　　　　）

　　　・　設計・図面作成成果電子納品要領　　　　　　　（　大阪府都市整備部住宅建築局　　）

・　別途監督職員が指示したもの

９．工事区分一覧（各特記仕様書についても参照のこと）
　　【共　通】
	工事種別
	建築
	電気
	機械
	ガス
	備　　考

	 スリーブ（ツバ付鋼管スリーブ共）入れ
	○
	
	
	
	

	 同上補強
	○
	
	
	
	

	 同上復旧（モルタル詰及び仮復旧）
	
	○
	○
	○
	

	 点検口
	○
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　　
　　【屋　上】
	工事種別
	建築
	電気
	機械
	ガス
	備　　考

	 屋上防水仕舞い
	○
	
	
	
	

	 テレビ共聴用アンテナベース、壁付けマスト金物
	
	○
	
	
	

	 同上基礎（アンカーボルト含）
	○
	
	
	
	

	 同上支線及びメッセンジャー取付金物
	
	○
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　　【一　般】
	工事種別
	建築
	電気
	衛生
	空調
	ガス
	備品
	備考

	 自動閉鎖装置を取り付ける防火戸の切り込み
、補強及びドアチェック・フロアヒンジ
	○
	
	
	
	
	
	

	 埋込器具等の取付箇所のボード類・下地の
 切り込み・下地の補強
	○
	
	
	
	
	
	

	 軽量鉄骨壁のボックス取付けの下地
	○
	
	
	
	
	
	

	 埋込型分電盤・端子盤・プルボックスの仮枠
	
	○
	
	
	
	
	

	 同上埋込部の補強
	○
	
	
	
	
	
	

	 電気室等の基礎及びピット
	○
	
	
	
	
	
	

	 自家発電機の主燃料槽
	
	○
	
	
	
	
	

	 流し排水トラップ（目皿共）
	○
	
	○
	
	
	
	

	 洗面器用鏡
	
	
	○
	
	
	
	

	 厨房機器
	
	
	○
	
	
	
	

	 消火栓箱下地組及び切込み
	○
	
	
	
	
	
	

	 床及び流し等への切込み
	○
	
	
	
	
	
	

	 機器用基礎
	○
	
	
	
	
	
	

	 同上架台
	
	○
	○
	○
	
	
	

	 同上機器の故障警報用電気工事
	
	○
	
	
	
	
	

	 小便器用感知洗浄装置への電源供給配管配線
	
	○
	
	
	
	
	

	 機器への給排水配管接続工事
	
	
	○
	
	
	
	

	 機器へのガス配管接続
	
	
	
	
	○
	
	

	 機器付属操作盤一次側電気工事（接地共）
	
	○
	
	
	
	
	

	 同上二次側電気工事
	
	
	○
	○
	
	
	

	 機器操作スイッチ類、取付、及び配線
	
	
	○
	○
	
	
	

	 同上配管及び取付ボックス
	
	○
	
	
	
	
	

	 セパレート型エアコンの室内～室外渡り配線
	
	
	
	○
	
	
	

	 マルチ型エアコンの室内機間の渡り配線
	
	○
	
	
	
	
	電源線

	 空調自動制御機器用電気工事（配管配線共）
	
	○
	
	
	
	
	

	 換気扇取付枠
	○
	
	
	
	
	
	

	 換気扇
	
	
	
	○
	
	
	

	 ガス湯沸器
	
	
	○
	
	
	
	

	 同上排気筒
	
	
	
	○
	
	
	

	 湯沸場の排気フード
	
	
	
	○
	
	
	

	 ガラリ及び取付工事（給排気共）
	○
	
	
	
	
	
	

	 吸出口・吸込口・天井換気扇等の下地組
 及び切り込み
	○
	
	
	
	
	
	

	 カーテンボックス・カーテンレール
	○
	
	
	
	
	
	

	 カーテン・暗幕・ブラインド
	
	
	
	
	
	○
	

	 消火器
	
	
	
	
	
	○
	


　　【住　宅】
	工事種別
	建築
	電気
	衛生
	浴槽
	ガス
	備考

	 合成樹脂線ぴ（Ｅ材）
	○
	
	
	
	
	

	 内装パネル配線器具用穴明け
	
	○
	
	
	
	

	 上記以外の内装パネル穴明け及び開口補強
	○
	
	
	
	
	

	 内装パネル下地補強（照明器具持）
	○
	
	
	
	
	

	 換気扇取付枠
	○
	
	
	
	
	

	 換気扇
	
	
	○
	
	
	

	 レンジフード・天井扇・パイプファン
	
	
	○
	
	
	

	 同上用手元スイッチ
	
	○
	
	
	
	

	 流し、コンロ台
	○
	
	
	
	
	

	 流し水切穴明け
	○
	
	
	
	
	

	 流し排水トラップ（目皿共）
	○
	
	
	
	
	

	 洗濯機パン
	
	
	○
	
	
	

	 洗濯機排水トラップ
	
	
	○
	
	
	

	 洗濯機パン廻りコーキング（バックアップ共）
	○
	
	
	
	
	

	 浴室防水パン排水トラップ
	○
	
	
	
	
	

	 浴室防水パン排水配管の突出し
	○
	
	
	
	
	

	 浴室ユニットバス照明器具
（電球、付属ケーブル含）
	○
	
	
	
	
	

	 浴槽（一般住戸）
	
	
	
	○
	
	

	 浴槽（ＭＡＩハウス）
	○
	
	
	
	
	

	 浴槽（一般住戸）用固定金具取付
	
	
	
	○
	
	

	 浴室ユニット貫通用穴明け
	○
	
	
	
	
	

	 循環アダプター用浴槽穴明け（一般住戸）
	
	
	
	○
	
	

	 給湯器（一般住戸）
 循環アダプター、追焚配管、リモコン及び配線
	
	
	○
配管
	○
	
	

	 給湯器（ＭＡＩハウス）
 循環アダプター、追焚配管、リモコン及び配線
	
	
	○
配管
	○
	
	

	 浴室暖房乾燥機（ＭＡＩハウス）
 暖房配管、リモコン及び配線
	
	
	○
配管
	○
	
	

	 給湯器、暖房乾燥機用
リモコン配管及びボックス
	
	○
	
	
	
	

	 給湯器への水配管（接続共）
	
	
	○
	
	
	

	 給湯器へのガス配管（接続共）
	
	
	
	
	○
	

	 便所タオル掛け
	
	
	○
	
	
	

	 洗面器作動用架台（ＭＡＩハウス）
	○
	
	
	
	
	

	 手すり（ＭＡＩハウス）
	○
	
	
	
	
	

	 サニタリー防水仕舞（ＭＡＩハウス）
	○
	
	
	
	
	

	 洗い台及びシャワーシート（同上）
	○
	
	
	
	
	

	 シャワー及びシャワー掛け（同上）
	
	
	○
	
	
	

	 床排水溝　　　　　　　　（同上）
	○
	
	
	
	
	

	 床排水目皿及び排水管　　（同上）
	
	
	○
	
	
	

	 ポンプ類基礎
	
	
	○
	
	
	

	 消火用充水タンクコンクリート基礎
	○
	
	
	
	
	

	 同上受け台
	
	
	○
	
	
	

	 遠隔式量水器
	
	
	○
	
	
	

	 同上結線及び調整
	
	○
	
	
	
	

	 水道検針盤の取付け
	
	○
	
	
	
	


　　【昇降機】
	工事種別
	建築
	電気
	昇降機
	備考

	昇降路及び機械室の築造工事
	○
	
	
	

	機械室天井に吊りフックの取付け
	○
	
	
	

	エレベーター監視盤及びインターホンの製作及び据付
	
	
	○
	

	機械室床機器搬入の穴明け及び復旧
	○
	
	
	

	機械室床配管後のシンダーコンクリート打設
	○
	
	
	

	機械室床の防塵塗装
	○
	
	
	

	機械室の採光窓、換気ガラリ等
	○
	
	
	

	機械室換気扇
	
	○
	
	

	機械室天井及び昇降路頂部の自火報感知器
	
	○
	
	

	機械室の照明及びコンセント工事
	
	○
	
	

	ピット内コンセント工事
	
	○
	
	

	機械室内制御盤以降の２次側配管配線
	
	
	○
	

	電気室から機械室内制御盤１次側までの

動力用・電灯用電線配管配線
	
	○
	
	

	乗場据付後の出入り口廻りの壁及び床仕上
	○
	
	
	

	ピット内防水工事
	○
	
	
	

	各階乗場開口（乗場位置表示器、押釦等）
	
	
	○
	

	同上モルタル詰め
	
	
	○
	

	軌条中間ビーム等の昇降路内の鋼材取付
	
	
	○
	

	昇降路外部の電話用配管配線
	
	○
	
	

	館内放送用信号線の昇降路までの配線
	
	○
	
	

	機器搬入用資材の設置
	
	
	○
	

	機械室床壁及び扉の防音工事
	○
	
	
	

	ピット点検用タラップの設置工事
	
	
	○
	

	エレベーター内のカメラの設置
	
	
	○
	

	モニター用配管配線及びモニターテレビの

設置調整
	
	○
	○
	

	フェッシャープレートの取付け
	
	
	○
	

	三方枠
	
	
	○
	

	三方枠廻りのモルタル詰め
	
	
	○
	


１０．設計製図基準

　（１）製図基準

　　　①文字は、楷書とし術語のかなは平仮名とする。ただし、外来語は、片仮名とする。

　　　②平面図・配置図などは、原則として北を上方に置き、立面図・断面図などは、上下方向を図面の上下に合わせる。

　　　③製図の尺度は、通常次の１５種とする。

　　　　　１／１　　１／１０　　１／１００　　１／１０００

　　　　　１／２　　１／２０　　１／２００　　１／２０００

　　　　　　　      １／３０　　１／３００　　１／３０００

　　　　　１／５　　１／５０　　１／５００

　　　　　　　　                １／６００  　

　　(注)ⅰ) 原則として、平面図は１／１００、配置図は１／６００を限度とする。

　　　　ⅱ) 製図の尺度は、図面タイトル欄に記入する。同一図面に異なる尺度を用いるときは、図ごとに記入し、図面タイトル欄にそれらの代表的尺度を記入する。

　　　④寸法の単位は、原則としてミリメートルとし単位記号をつけない。その他の単位記号を使用する場合には使用する単位機記号を明記する。

　　　⑤線の種類は、通常次の４種類とする。

　　　　　実　線                          　　一点鎖線　

　　　　　破　線                          　　二点鎖線　

なお線種が何を表すか、図面上で分かるようにすること。

　

　（２）打合せ用図面

　　　使用する紙類は以下のものとすること。

　　　①コピー用紙：古紙配合率１００％かつ白色度７０％以下

　　　②印刷用紙　：古紙配合率７０％以上非塗工印刷用紙白色度７０％程度以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗工印刷用紙　塗工量が３０ｇ／㎡以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青焼用紙含む）

　（３）図面タイトル欄（参考）

	工事名称：

	

	

	図面名称：

	

	


	大阪府都市整備部住宅建築局公共建築室
	設計：　令和※※年※※月※※日
設計年月日
平成　年　月　日

	図

面

番

号
	／

	
	
	
	

	
	株式会社※※※※※設計事務所
	
	

	
	
	
	

	縮尺
	Ａ１
	代表者
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	※※※
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


電気設備・基本設計





電気設備・実施設計





ア情報収集・準備


　①府より設定された条件の詳細な把握


　②現地詳細調査及び確認


　③使用機器及び材料についての調査


　④各種法令手続の打合せ


　⑤スケジュールの調整


　⑥各種担当打合せ及び調整


イ条件設定


　①基本設計に基づく設備計画条件の詳細確定


　（ⅰ）各設備の要求性能の確定


　（ⅱ）法令その他の制約条件の各設備ごとの把握


　②工事費の把握


　③基本設計に基づく設計方針の展開


　（ⅰ）機器類の配置及び使用方針の設定


　（ⅱ）配管配線類の系統及び経路の設定


ウ比較検討


　①設備方式の詳細な検討


　（ⅰ）受変電方式の検討


　（ⅱ）非常電源方式の検討


　（ⅲ）幹線方式の検討


　（ⅳ）電灯及びコンセント方式の検討


　（ⅴ）動力設備方式の検討


　（ⅵ）弱電設備方式の検討


　（ⅶ）火報等設備方式の検討


　（ⅷ）エレベーター、エスカレーター等の検討


　②使用機器及び材料の検討


　③工事費の検討


　④施工技術の検討


　⑤維持管理についての検討


　⑥関係法令等の照合及び検討


エ総合化


　①各種設備設計


　（ⅰ）受変電設備設計


　（ⅱ）非常電源設備設計


　（ⅲ）幹線設備設計


　（ⅳ）電灯及びコンセント設備設計


　（ⅴ）動力設備設計


　（ⅵ）弱電設備設計


　（ⅶ）火報等設備設計


　（ⅷ）エレベーター、エスカレーター等の設計


　②使用機器及び仕様の決定


　③工事費概算との調整


オ成果図書


　①設計図


　②工事費概算書


　③計画通知図書


　④各種計算書





ア情報収集・準備


　①府より設定された条件の把握


　②現地調査等


　（ⅰ）現地状況調査


　（ⅱ）電力、電話等の関連施設調査


　③類似事例調査


　④関係法令調査


　⑤関係官庁との打合せ


　⑥スタッフの選任


　⑦スケジュールの調整


　⑧各種の打合せ


イ条件設定


　①設計条件の設定


　（ⅰ）要求性能の確定


　（ⅱ）法令その他の制約条件の整理


　（ⅲ）工事予算の把握


　②設計方針の設定


　（ⅰ）設計理念の確定


　（ⅱ）必要設備の設定


　（ⅲ）仕様程度の設定


　（ⅳ）使用機器の設置場所の設定


ウ比較検討


　①設備種別の基本方式の検討


　②仕様機器及び材料の検討


　③計画実現のための工事費の検討


　④計画実現のための施工性の検討


　⑤維持管理上の問題点の検討


エ総合化


　①内外環境計画の策定


　②各種電気設備計画の策定


　③工事費配分計画の策定


オ成果図書


　①電気設備計画概要書


　②仕様概要書


　③工事費概算書


　④各種技術資料





（注）上記の成果図書は、建築（総合）基本設計の


　　　成果図書の中に含まれる場合がある。





衛生設備・基本設計





衛生設備・実施設計





ア情報収集・準備


　①府より設定された条件の詳細な把握


　②現地詳細調査及び確認


　③使用機器及び材料についての調査


　④各種法令手続の打合せ


　⑤スケジュールの調整


　⑥各種担当打合せ及び調整


イ条件設定


　①基本設計に基づく設備計画条件の詳細確定


　（ⅰ）各設備の要求性能の確定


　（ⅱ）法令その他の制約条件の各設備ごとの把握


　②工事費の把握


　③基本設計に基づく設計方針の展開


　（ⅰ）機器類の配置及び使用方針の設定


　（ⅱ）配管類の系統及び経路の設定


ウ比較検討


　①設備方式の詳細な検討


　（ⅰ）給排水、ガス等の配管方法検討


　（ⅱ）配管経路の検討


　（ⅲ）消火設備の検討


　（ⅳ）汚水処理の検討


　（ⅴ）特殊設備の検討


　②使用機器及び材料の検討


　③工事費の検討


　④施工技術の検討


　⑤維持管理についての検討


　⑥関係法令等の照合及び検討


エ総合化


　①給排水衛生設備設計


　（ⅰ）各種給排水衛生設備の配管設計


　（ⅱ）消火設備設計


　（ⅲ）汚水処理設備設計


　（ⅳ）特殊設備設計


　②使用機器及び仕様の決定


　③工事費概算との調整


オ成果図書


　①設計図


　②工事費概算書


　③計画通知図書


　④各種計算書





ア情報収集・準備


　①府より設定された条件の把握


　②現地調査等


　（ⅰ）現地状況調査


　（ⅱ）給水、排水、ガス等の関連施設調査


　③類似事例調査


　④関係法令調査


　⑤関係官庁との打合せ


　⑥スタッフの選任


　⑦スケジュールの調整


　⑧各種の打合せ


イ条件設定


　①設計条件の設定


　（ⅰ）要求性能の確定


　（ⅱ）法令その他の制約条件の整理


　（ⅲ）工事予算の把握


　②設計方針の設定


　（ⅰ）設計理念の確定


　（ⅱ）必要設備の設定


　（ⅲ）仕様程度の設定


　（ⅳ）使用機器の設置場所の設定


ウ比較検討


　①設備種別の基本方式の検討


　②仕様機器及び材料の検討


　③計画実現のための工事費の検討


　④計画実現のための施工性の検討


　⑤維持管理上の問題点の検討


エ総合化


　①給排水衛生計画の策定


　②特殊設備計画の策定


　③工事費配分計画の策定


オ成果図書


　①給排水衛生設備計画概要書


　②仕様概要書


　③工事費概算書


　④各種技術資料





（注）上記の成果図書は、建築（総合）基本設計の


　　　成果図書の中に含まれる場合がある。





空調設備・実施設計





空調設備・基本設計





ア情報収集・準備


　①府より設定された条件の詳細な把握


　②現地詳細調査及び確認


　③使用機器及び材料についての調査


　④各種法令手続の打合せ


　⑤スケジュールの調整


　⑥各種担当打合せ及び調整


イ条件設定


　①基本設計に基づく設備計画条件の詳細確定


　（ⅰ）各設備の要求性能の確定


　（ⅱ）法令その他の制約条件の各設備ごとの把握


　②工事費の把握


　③基本設計に基づく設計方針の展開


　（ⅰ）機器類の配置及び使用方針の設定


　（ⅱ）配管類の系統及び経路の設定


ウ比較検討


　①設備方式の詳細な検討


　（ⅰ）空調方式の検討


　（ⅱ）空調系統の検討


　（ⅲ）冷熱源方式の検討


　②換気方式の検討


　③自動制御方式の検討


　④特殊設備の検討


　⑤工事費の検討


　⑥施工技術の検討


　⑦維持管理上の問題点の検討


　⑧関係法令等の照合及び検討


エ総合化


　①空調設備設計


　（ⅰ）空調方式の設計


　（ⅱ）空調系統の設計


　②換気設備設計


　③特殊設備設計


　④使用機器及び仕様の決定


　⑤工事費概算との調整


オ成果図書


　①設計図


　②工事費概算書


　③計画通知図書


　④各種計算書





ア情報収集・準備


　①府より設定された条件の把握


　②現地調査等


　（ⅰ）現地状況調査


　（ⅱ）給水、排水、ガス等の関連施設調査


　③類似事例調査


　④関係法令調査


　⑤関係官庁との打合せ


　⑥スタッフの選任


　⑦スケジュールの調整


　⑧各種の打合せ


イ条件設定


　①設計条件の設定


　（ⅰ）要求性能の確定


　（ⅱ）法令その他の制約条件の整理


　（ⅲ）工事予算の把握


　②設計方針の設定


　（ⅰ）設計理念の確定


　（ⅱ）必要設備の設定


　（ⅲ）仕様程度の設定


　（ⅳ）使用機器の設置場所の設定


ウ比較検討


　①設備方式の検討


　②仕様機器及び材料の検討


　③計画実現のための工事費の検討


　④計画実現のための施工性の検討


　⑤維持管理上の問題点の検討


エ総合化


　①内外環境計画の策定


　②空調設備計画の策定


　③換気設備計画の策定


　④特殊設備計画の策定


　⑤工事費配分の計画の策定


オ成果図書


　①空調換気設備計画概要書


　②仕様概要書


　③工事費概算書


　④各種技術資料





（注）上記の成果図書は、建築（総合）基本設計の


　　　成果図書の中に含まれる場合がある。








